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　森プロの経験から、事業地を確保するためには、施業の
集約化が重要であり、集約化が見込めそうな地域から優先
して取り組んでいます。

　揖斐地域の人工林は、齢級のピークが県下の平均より
も10年ほど若い林況です。そのような状況の中で、揖斐郡
森林組合では、平成19年度から「健全で豊かな森林づく
りプロジェクト（以下森プロ）」に取り組み、補助事業を活
用しながら、比較的小径木の林分でも利用間伐が実施で
きるように小型の高性能林業機械による木材生産を行っ
ています。

揖斐地域の森林の現状

　揖斐地域では、現在、素材生産事業体は少なく、森林
組合以外ほとんどが個人の事業体です。そのような中で、
今後、高性能林業機械を導入して素材生産を行いたいと
いう建設業の事業体に対して、管内の林産事業地などで
の間伐事業説明会の開催や、路網整備の方法、導入機
械の機種選定、使用方法等の指導を行っています。

事業体の育成

　事業地をまとめ、効率的な木材生産を行うためには作業
道（トラック道）が必要です。作業道が出来ればその先には、
森プロで培った経験を活かして支線の開設が出来ます。
　そこで、管内の作業道開設の検討を進め、平成19年～
21年での開設実績が3路線であったのに対し、平成22年
度には10路線の開設を検討中です。

作業道の開設促進

事業地の確保

【揖斐農林事務所　森川宣禎】

▲林産事業地の見学

▲美濃市神洞地区間伐座談会

中
濃
農
林
事
務
所

　木材生産（利用間伐）を効率的にすすめるためには、事
業地の集約化が欠かせません。
　そこで中濃森林組合では、県の施業プランナー研修会
に職員を派遣してプランナー養成を図るとともに、管内３箇
所で座談会を開催（関市板取地区7/7、同上之保地区
9/29、美濃市御手洗地区10/15）して、合計約70ha程
度のモデル団地づくりに取り組んでいます。美濃市神洞地
区でも地元自治会と連携して座談会を開催（6/12、写真）
し、施業集約化の意義、作業路整備の必要性などを訴えな
がら、数百ha規模の団地を作って、数年をかけて作業路開

座談会で施業集約化を支援

　平成19年度から関市内で健全で豊かな森林づくりプロ
ジェクト（森プロ）を実施している中濃森プロＪＶ（中濃森林組
合と㈱カネキ野村木材店の共同体）に対し、計画に沿った素
材生産を行えるよう施業プラン作成や作業路開設などを支
援しています。この森プロでは、現場から生産された間伐材を
森林組合の市場で仕分けて製材工場に直送するなどして、
木材安定供給と所有者還元を図っています。さらに同ＪＶで
は今年度から初めて美濃市内でも施業集約化と作業路開
設、高性能林業機械を利用した低コスト木材生産システムを
実施しています。農林事務所主催で11/18には林業事業
体をはじめ、市民も対象とした研修会を開催して、取り組みを
広くＰＲしていきます。
　また10/20には、管内の森林技術者と福井県で利用間
伐事業を展開している「ネイチャー6、フォレストアメニティ研究
所」を訪ね、作業路開設やミニ列状間伐の手法などを学んで
きました。木材価格が低迷する中、こうしたソフト的支援を通
じ、木材安定供給に努めていきます。

林業事業体の育成支援

【中濃農林事務所　藤下定幸】

中濃農林事務所の主な取り組み事例を紹介します。

揖斐農林事務所の主な取り組み事例を紹介します。

木材安定供給アクションプランの取り組み状況について
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　特に揖斐川町では「揖斐川町森林づくり推進会議」（市
町村森林管理委員会）で、間伐モデル推進団地を設定し、
町・森林組合・県が推進主体となって、各地域住民に働
きかけて施業の集約化に取り組んでいます。その中でも、
特に谷汲大洞地区と春日尾又谷地区については実績が
期待できる状況となっています。
　集約化の手法は、地元の森林所有者を中心とする組織
を立ち上げ、説明会開催や打ち合わせを何度も行って、地
元の方 と々相談しながら進めています。そして、現在は、同
意の得られた森林所有者の境界確認を実施しています。
　揖斐地域では、高齢級のまとまった森林が少ないため
に、集約化=利用間伐とはならず、せっかく集約化しても一
部しか木材搬出に結びつかないこともありますが、今のうち
に森林をまとめて将来のビジョンを作ることにより、今後の
木材搬出事業地を確保することができると信じて集約化の
取り組みを進めています。

設や利用間伐を実施していきます。また、森林境界が不明
瞭で集約化の障害となっていますので、美濃市森林管理
委員会（美濃市森の環境づくり推進委員会）や地元自治
会の協力のもと、市内2地区で座談会・説明会（片知地区
9/12、蕨生地区11/14）を開催しながら約200haの森林
境界明確化に取り組んでいます。
　中濃農林事務所では、こうした座談会で森林所有者へ
普及啓発を図るなど取り組みを支援しています。
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